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10 月から順次、住民票を有するすべての人に、１人に１つのマイ
ナンバー（12 桁の番号）を通知するカードが送られます。

（次ページに特集）
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マイナちゃん

10 月５日から
全国一斉

マイナンバー制度導入
１人ひとりに
マイナンバーが届きます

通知カードが送付されます

マイナンバーは、国の行政機関や地方公共団体などにおいて、社会保障・税・災害対策分野のうち、
法律や条例で定められた行政手続きにのみ利用されます。これにより、申請時に添付していた書類
の省略など、皆さんの負担が軽減されるようになります。また身近なところでは、税や社会保険の
手続きのため、勤務先へのマイナンバーの提出等があります。

　平成 27 年 10 月から順次、住民票を有するすべての人に、１人に１つのマイナンバー（12 桁の番号）を通知するカー
ド（通知カード）が送付されます（10 月中旬から 11 月末ごろまで）。このマイナンバーを、平成 28 年１月から関
係窓口での申請書等への記載や住所変更の手続き等で利用するようになります。「マイナンバー」は今後一生使うも
のです。通知カードが届いたら、中身を確認して、捨てたり失くしたりすることがないよう大切に保管してください。

送付される封筒の表面には赤字で「通知カード・個人番号
カード交付申請書　在中」「転送不要」と表記されています

（簡易書留で世帯ごとに送付されます）

①宛名台紙（問い合わせ先
記載あり）

②通知カード ＋ 個人番号カー
ド交付申請書兼電子証明発
行申請書 ＋ 音声コード台紙

④個人番号カード申請書の
返信封筒

③説明用パンフレット
　（８ページ３つ折り）

封入されているもの

全国共通ナビダイヤル（いずれも通話料がかかります）
●コールセンター（マイナンバー制度について）☎ 0570-20-0178　
●個人番号カードコールセンター（世帯ごとの通知カード等配送状況について）☎ 0570-783-578
または役場税務住民課住民係（内線 231）、総務課電算係（内線 100）☎ 42-2111 まで

問い合わせは☎

個人番号カードが申請できます

紙製 カード様式 プラスチック製（IC チップ内蔵）

なし 顔写真表示 あり

マイナンバーの提示 用途 マイナンバーの提示、本人確認書
類、署名用電子証明書（e-Tax）等

　通知カードの下に個人番号（マイナンバー）カード交付申請書が付いています（上記②）。申請された場合には、
平成 28 年１月以降に個人番号カード交付通知書が送付されますので、案内に沿ってカードをお受け取りください

（受取場所は鞍手町役場を予定しています）。また、個人番号カード交付時に通知カードは返納となります。
　なお、初回の交付手数料は無料です。

01234
56789

ABCDE
F

氏名 番号 花子

平成元年 3月31日生
住所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

1234

2025年 3月31日まで有効

性別 女

□□市長通知カード 個人番号カード比較
“住民基本台帳カード”について！

　住民基本台帳カードの発行は平成 27 年 12 月 28 日を
もって終了となります。現在の有効期限までは利用可能
ですが、個人番号カードとの重複所持はできません。
　また、今後も電子証明書を利用される場合は、12 月
23 日以降電子証明書の発行・更新・失効が出来ませんの
で① 12 月 23 日までに更新手続きを行う②平成 28 年１
月以降に取得した個人番号カードで電子証明書を利用す
る、のいずれかの手続きを行ってください。

2015.10−２
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援
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し
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け
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医
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の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
平
成
27
年
10
月
１

日
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
の
助
成
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大
を
行
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ま
す
。

　

対
象
者
は
、
鞍
手
町
に
住
ん

で
い
る
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も
で
す
。

●
０
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

申
請
に
よ
り
医
療
証
を
交
付

し
ま
す
。
医
療
機
関
等
を
受

診
す
る
際
に
、
医
療
証
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
院
・

入
院
に
か
か
る
自
己
負
担
金

が
無
料
に
な
り
ま
す
（
保
険

適
用
外
、
食
費
、
市
販
の
医

薬
品
な
ど
は
助
成
対
象
外
で

す
）。
な
お
、
県
外
の
医
療
機

関
で
は
医
療
証
を
使
用
で
き

ま
せ
ん
が
、
後
日
、
役
場
で
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10 月１日から

乳幼児医療助成

通
院
や
入
院
に
か
か
る
自
己
負
担
額
が

無
料
に
な
り
ま
す

役場保険健康課公費医療係
☎ 42-2111（内線 205）まで

問い合わせは

☎

対象者

（町内に住んでいる人）

自己負担額
医療証 所得制限

通院 入院

０歳

小学６年生まで
無料 無料 交付

なし中学１年生

中学３年生まで
助成対象外 無料 交付しない

（償還払い）

～
～

一
部
負
担
金
の
払
い
戻
し
（
償

還
払
い
）
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
中
学
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

入
院
費
の
み
の
助
成
（
償
還

払
い
）
と
な
り
ま
す
。
医
療

機
関
等
で
自
己
負
担
金
の
支

払
い
を
さ
れ
た
後
、
役
場
で

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

部
負
担
金
お
よ
び
加
入
さ
れ

て
い
る
医
療
保
険
の
高
額
療

養
費
・
附
加
給
付
金
を
差
し

引
い
た
金
額
を
申
請
時
に
指

定
し
て
い
た
だ
い
た
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

①
医
療
機
関
窓
口
で
入
院
費
支

払
い

②
加
入
の
健
康
保
険
者
へ
療
養

費
支
給
証
明
書
の
申
請

③
療
養
費
支
給
証
明
書
が
発
行

さ
れ
た
ら
、
役
場
で
資
格
認

定
の
申
請
お
よ
び
入
院
費
の

支
給
申
請
（
療
養
費
支
給
証

明
書
の
ほ
か
に
、
①
の
領
収

書
が
必
要
で
す
）

④
町
が
入
院
費
を
支
給
（
支
払

い
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

　

０
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

す
べ
て
の
対
象
者
へ
９
月
中
旬
以

降
に
交
付
し
て
い
ま
す
（
中
学
生

へ
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
新
し
い
医
療
証
は
従
来

の
薄
い
ピ
ン
ク
色
か
ら
レ
モ
ン
色

に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
医
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
者
は
鞍
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町
に
住
む

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

中
学
生
の
入
院
費

支
給
ま
で
の
流
れ

医
療
証
の
交
付
に
つ
い
て

助
成
内
容
・
方
法
に
つ
い
て

新しい医療証は
レモン色！
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防災知識

2015.10−４

土砂災害から身を守るためには、私たち一人ひとりが土砂災害に対して日ごろから備えておくこ
とが重要です。ここでは、土砂災害から身を守るために最低限知っておくべきポイントを紹介します。

（１）住んでいる場所が「土砂災害危険箇所」であるかどうかを確認する
土砂災害発生の恐れがある地区は「土砂災害危険箇所」とされています。住んでいる場所やその

周辺が土砂災害危険個所であるかどうか、福岡県砂防課のホームページで確認し、災害に備えましょう。

（２）雨が降り出したら土砂災害警戒情報に注意する
雨が降り出したら「土砂災害警戒情報」に注意しましょう。土砂災害警戒情報は、大雨による土砂災害発生の危険度

が高まったときに、市町村長が避難勧告などを発令する際の判断や住民の自主避難の参考となるよう、都道府県と気象
庁が共同で発表する防災情報です。気象庁ホームページや福岡県砂防課などのホームページで確認しましょう。

　   水位に応じた

  危険度
  レベル

水防団待機水位

５

４
（危険）

３
（警戒）

２
（注意）

１

レベル

はん濫の発生

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水位

遠賀川
唐熊（八幡西区）

７m59㎝

６m99㎝

堤防の決壊など重大な災
害発生の恐れがある水位
です。

自治体が避難勧告などの
発令を検討する段階です。

水防団が水防活動を行う
ため待機する水位です。

避難行動の準備を行う目
安となる水位です。

堤防

川には避難の目安となる水
位に応じた危険度レベルが
あります。町から発表され
る「避難準備情報、避難勧
告・指示」などや河川情報
に注意して、危険だと判断
したら指示がなくても早め
の避難を心がけましょう。

レベル１

鞍手町を流れる一級河川西川にもこの
図のように水位に応じた危険度レベル
があります。

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

計画堤防高水位

７m52㎝
※唐熊水位観測所は鞍
　手町に最も近い観測
　所です。

避難指示発令

避難勧告発令

避難準備情報発令

土砂災害
から

身を守る

次のポイントをおさえておきましょう

避難場所や避難の道順を決めておく。

①住んでいる場所が土砂災害の被害を受けや
　すい場所かを確認。

④危険を感じたら早めの避難を。

③日ごろからの備えが大切。

②土砂災害警報情報に注意。

広報車の呼びかけに注意する。
高齢者など災害時要援護者は早めに避難。

　土砂災害は次の３種類に分けられます。次のような現象を確認した
場合は早めの避難をしましょう。

■土石流
・山鳴りがする
・雨が降り続いているの

に、川の水位が下がる
・川の水がにごったり、

流木が混ざる

■がけ崩れ
・がけからの水がにごる
・地下水やわき水が止まる
・斜面のひび割れ、変形

がある
・小石が落ちてくる
・がけから音がする
・異様な匂いがする

■地すべり
・地面にひび割れができる
・井戸や沢の水がにごる
・がけや斜面から水が噴

き出す
・家やよう壁に亀裂が入る
・家やよう壁、樹木、電

柱が傾く

いざというときのために実際に災害が発生したときのことを想定して、
各自ですべきことや非難場所、連絡方法などを家族で話し合っておき
ましょう。

造成地、扇状地、山岳地帯の確認をする。

福岡県の土砂災害危険度情報を確認。

◉ 気象庁ホームページ
◉ 福岡県砂防課ホームページ

http://www.jma.go.jp/jma/index.html
http://www.sabo.pref.fukuoka.lg.jp

（３）土砂災害の前兆現象にも注意

日ごろから住んでいる町の災害危険度レベルを知っておく
ことは、とても重要なことです。今回は水位に応じた危険
度レベルと土砂災害について確認しましょう。



　学習会や声の広報の録音など
の活動をされている朗読サーク
ル「こだまの会」。９月 12 日は、
くらじの郷で年に一度の朗読発
表会を行い、日ごろの活動の成

果を披露しました。会場には毎年この朗読会を楽しみに
しているという人など大勢が詰めかけ、お話の世界に浸っ
ていました。読書の秋です。みなさんも１冊、本を手にとっ
てみてはいかがでしょうか。

耳を傾け朗読の世界へ
▶第 16 回「こだまの会」朗読発表会

９月６日、第 47 回鞍手町バレーボール大会が町立体育

館で行われました。選手たちは暑さに負けず素晴らしいプ
レーを連発。熱戦が繰り広げられていました。結果は次の
とおりです。（丸数字は順位）
● 結果　▷女子の部＝①新北区②立林区

熱戦が繰り広げられました
▶第 47 回鞍手町バレーボール大会
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山
や ま う ち

内あかりちゃん
平成24年10月23日生まれ
キュートな笑顔が素敵な
しっかり者のあかりちゃ
ん。３歳のお誕生日おめで
とう。にいにいとちいさい
妹と仲良く遊んでね。パパ
ママはあなたたちの笑顔で
毎日幸せいっぱいです。（父
信司さん・母　ちさとさん・
室木）

小
こ な が み つ

長光巧
た く ま

真くん
平成25年10月７日生まれ
巧真くん２歳のお誕生日お
めでとう。いつも元気いっ
ぱい�可愛い笑顔を見せて
くれてありがとう♪♪これ
からもパパとママと一緒に
大きくなっていこうね�

（父　貴裕さん・母　早織さ
ん・中山）

梅
う め づ

津時
し う

雨くん
平成26年10月20日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
�最近、歩くのが上手に
なってきたね。時雨くんの
かわいい笑顔で家族みんな
がハッピーな毎日です。こ
れからも元気いっぱい大き
くなってね。（父　茂さん・
母　千登勢さん・古門）

田
た な か

中ゆのんちゃん
平成25年10月４日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう
☆ゆのんちゃん、癒しと爆
笑をいつもありがとう♡幼
稚園もすっかり慣れ、どん
どん成長している姿がとて
も嬉しいよ�これからも
いっぱい楽しもうね♡（母
利沙さん・室木）

酒
さ か い

井一
い つ き

希くん
平成25年10月17日生まれ
２歳のお誕生日おめでとう
�いつもニコニコ笑顔で遊
んでいるいっちゃんが大好
きです。これからもお姉
ちゃんたちと仲良く元気に
成長してね�（父　貴弘さ
ん・母　由香さん・小牧）

立
り ゅ う の

野美
み き

樹ちゃん
平成24年10月３日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう
�最近はお姉ちゃんの真似
ばかりだね（笑）そんなお
ませな行動が笑えてとても
かわいい♡いつも明るく元
気な美樹、みんな大好きで
す（父　隆さん・母　よう
こさん・永谷）

　８月 30 日、夏休み最後の日曜日に中央公民館で行われ
た「子どもフェスタくらて 2015」。町内の小学生 29 人か
らなる実行委員と、子ども会連絡協議会から育った中学生
や鞍手竜徳高校ボランティア部の 13 人の中高生たちが準
備から当日の運営までを行いました。当日は、スーパーボー
ルすくいやヨーヨーつり、アクセサリー作りにおたからさ
がし発掘、おばけ屋敷、カレー販売、そのほかたくさんの
出店があり、会場は来場者で賑わっていました。大人も子
どもも楽しめる一日になったようです。

全ブース回れたかな？
▶子どもフェスタくらて 2015

すくすく日記

まちの話題 My Town Topics

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳までのちびっ子
を募集しています。11月生まれは、10月９日（金）までにお申し込みください。申
し込みや申込方法に関するお問い合わせは、役場政策推進課☎４２局２１１１番まで。10月生まれ



鞍
手
町
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
実
行
委
員
会
で

は
、「
平
成
27
年
度

鞍
手
町
ふ
れ
あ
い
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、

Ｊ
Ａ
直
鞍
鞍
手
支
所
、
鞍
手
町

商
工
会
、
鞍
手
町
役
場
総
務
課
、
鞍
手
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
Ｊ
Ａ
直
鞍
く
ら
て
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。

●
と
き　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
午
前
７
時
52
分
ス
タ
ー

ト
●
と
こ
ろ　

ム
ー
ン
レ
イ
ク
Ｇ
Ｃ
鞍
手
コ
ー
ス

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
（
ハ
ン

デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
（
50
上
限
）
方
式
）

●
費
用　

▽
参
加
費
＝
三
千
円
▽
プ
レ
イ
費
＝
一
万
一
千

円
（
税
込
・
食
事
代
含
）

●
募
集
人
員　

百
六
十
八
人
（
４
人
１
組
で
42
組
予
定
）。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
（
１
人
で
の
参
加
も
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
合
組
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
）

●
申
し
込
み
方
法　

４
人
１
組
で
氏
名
、
生
年
月
日
（
代

表
者
は
住
所
と
連
絡
先
）
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

●
受
付
期
間　

10
月
５
日
（
月
）
か
ら
10
月
30
日
（
金
）

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
☎
４
２
局
５
３
２
８
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
じ
番
号
）

ま
で
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
新
延
で
育
っ

た
荒
井
舞
さ
ん
が
、
今

夏
め
で
た
く
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
と
し
て
誕
生
、
学

業
は
も
と
よ
り
そ
の
才
能

は
み
ご
と
開
花
し
、
ゴ
ル
フ

一
筋
に
「
初
志
貫
徹
」
邁
進
し
ま
し
た
。

今
後
大
き
く
国
内
外
に
羽
ば
た
く
鞍
手
の

ホ
ー
プ
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

新
星
女
性
ゴ
ル
フ
ァ
ー
誕
生

●
吉
澤
京
子
さ
ん
（
中
山
）

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
に
挑
戦
�

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

●
鞍
手
町
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

公
民
館
ま
つ
り
と

鞍
手
美
術
展
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

●
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
鞍
手

美
術
協
会

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
く
ら
て

Ｉ
Ｎ
長
谷
観
音

●
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
く
ら
て
実
行
委
員
会

■
第
26
回
公
民
館
ま
つ
り

中
央
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
、自

治
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
の
練
習
と
努
力
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
展
示
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10

月
16
日
（
金
）
か
ら
18
日
（
日
）

ま
で
。
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
（
18
日
は
午
後

２
時
30
分
ま
で
）
▽
と
こ
ろ
＝

中
央
公
民
館
町
民
ホ
ー
ル
・
玄

関
ホ
ー
ル
▽
内
容
＝
リ
フ
ォ
ー

ム
、
木
彫
、
陶
芸
、
表
装
、
書
道
、

押
し
花
、
絵
本
の
紹
介

●
演
技
の
発
表
会　

▽
と
き
＝
10

月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
15
分

長
谷
観
音
に
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

を
実
施
し
ま
す
。
長
谷
寺
の
格
式
あ
る

風
情
や
灯
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
の
幻
想
的

な
世
界
を
体
感
し
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
国
指
定
重
要

文
化
財
で
あ
る
十
一
面
観
音
像
の
夜
の

ご
開
帳
が
行
わ
れ
る
の
は
こ
の
日
だ
け

で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
17
日（
土
）午
後
５
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

長
谷
観
音
周
辺

●
問
い
合
わ
せ　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

く
ら
て
実
行
委
員
会
（
事
務
局
・
南

陵
塾
内
）
☎
（
０
９
０
）
９
７
９
８

局
７
６
４
９
番
ま
で

開
演
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館

第
１
研
修
室
▽
内
容
＝
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

朗
読
、
太
極
拳
、
舞
踊
、
社
交

ダ
ン
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、

尺
八
と
箏
の
合
奏
、
銭
太
鼓

●
茶
道
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会

　

▽
と
き
＝
10
月
17
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
▽
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
和

室
●
俳
句
サ
ー
ク
ル
の
公
開
句
会　

▽
と
き
＝
10
月
17
日
（
土
）
午
前

９
時
15
分
か
ら
11
時
ま
で
▽
と

こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

■
第
57
回
鞍
手
美
術
展

鞍
手
美
術
協
会
で
は
毎
年
恒
例

の
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。
力
作
、

自
信
作
が
目
白
押
し
で
す
。

●
と
き　

10
月
16
日
（
金
）
か
ら

18
日
（
日
）
ま
で
。
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館

●
出
品
作
品　

書
道
、絵
画
、写
真
、

生
花
、
服
飾
手
芸
、
彫
刻
工
芸
、

陶
芸
、
小
・
中
学
生
の
作
品
な
ど

●
表
彰　

▽
賞
＝
特
別
賞
、
優
秀

賞
、
努
力
賞
な
ど
▽
表
彰
式
＝
10

月
18
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

●
問
い
合
わ
せ　

公
民
館
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
鞍

手
美
術
協
会
事
務
局
（
ど
ち
ら

も
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で
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私
は
、よ
く
歌
う
。
仕
事
や
鼻
歌
・
子
守

唄
…
運
転
中
の
車
中
も
格
好
の
練
習
場
。

鞍
手
で
育
ち
、
結
婚
し
て
か
ら
も
こ
の

地
で
生
活
し
、
音
楽
を
通
し
て
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
と
触
れ
合
え

た
。
ピ
ア
ノ
や
歌
の
レ
ッ
ス
ン
・
合
唱
指

導
・
伴
奏
等
の
演
奏
活
動
…
特
に
「
鞍
手

年
演
奏
会
も
予
定
し
て
い
る
。

練
習
で
は
い
つ
も
、
ま
ず
自
分
た
ち
自

身
が
楽
し
く
、
そ
し
て
口
角
や
頬
を
あ
げ

て
声
を
出
す
等
を
心
掛
け
る
。
歌
詞
や
各

パ
ー
ト
の
旋
律
に
声
を
乗
せ
、
気
持
ち
を

合
わ
せ
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り
上
げ
て
い

く
。
聴
い
て
く
だ
さ
る
方
に
も
楽
し
ん
で

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
寂
し
い
別
れ
も
幾

度
と
あ
っ
た
。
最
期
ま
で
練
習
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
…
な
ど
の
ご

家
族
の
話
を
伺
う
と
、
わ
ず
か
で
も
そ
の

方
の
生
活
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
と
心
が
温
か
く
な
る
。

歌
は
私
の
生
活
の
一
部
。
気
が
付
く
と

ど
れ
み
の
会
」
合
唱
団
は
、
ず
っ
と
人
生

の
先
輩
で
あ
る
50
歳
か
ら
80
歳
代
の
皆
さ

ん
と
交
流
で
き
る
場
だ
。
前
任
の
武
谷
富

子
先
生
が
ご
指
導
の
と
き
に
伴
奏
者
と
し

て
関
わ
り
、
そ
の
後
、
引
き
継
い
で
指
揮

者
と
な
っ
て
、
も
う
す
ぐ
10
年
。
来
年
３

月
に
は
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
に
て
30
周

も
ら
え
る
よ
う
に
歌
う
こ
と
も
大
切
だ
。

笑
顔
で
思
い
切
り
ブ
レ
ス
を
し
、
大
き
な

声
で
歌
っ
て
い
る
と
、
元
気
の
な
い
と
き

も
不
思
議
と
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
が
湧
い

て
く
る
。

団
員
さ
ん
た
ち
は
、
私
か
ら
見
て
も
元

気
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る
方
が
多
い
。

３
歳
に
な
る
娘
も
、
い
つ
も
歌
を
口
ず
さ

む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
音

楽
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
輪
を
広
げ
て

い
け
た
ら
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
香
睦
子
さ
ん
（
中
山
・
42
歳
）

VOL
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
篠
原
是
子
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、
陶芸、俳句、短歌など自慢の一
品はありませんか。「広報ぎゃ
らりー」では、紙面を彩るあな
たの作品をお待ちしています。
作品についての 100 字以内の
感想もお願いします。役場政策
推進課☎４２局２１１１番ま
でご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み 河野ミツヱさん
（中山）

櫻井達子さん
（新北）俳句

私の実家の近くにある
中有木のお地蔵さん。毎
月 23 日から 25 日が
大祭で、地元だけでなく
遠方からのお詣りも多
く、いつもごった返して
おります。私も子どもの
ころ、欠かさず楽しみ
にお詣りしておりまし
た。石段を登らず急な坂
道を喘ぎながらお詣り
した懐かしい思い出に
浸っております。

秋
晴
れ
し  

釘
拔
地
蔵
の  

男
坂

今
年
も
次
の
と
お

り
「
人
権
問
題
地
区

懇
談
会
」
を
町
内
各

地
で
開
催
し
ま
す
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
対
象
地
区
外

の
懇
談
会
に
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

教

育
課
生
涯
学
習
係

☎
４
２
局
７
２
０

０
番
ま
で

地ち
く
こ
ん
区
懇
に
い
こ
う
�

●
教
育
課
生
涯
学
習
係

対象
地区 とき ところ 講演内容

① 10 月 24 日（土）
午前 10 時～

室木小学校
体育館

▷テーマ＝傷つける言葉　
勇気づける言葉
▷講師＝松本久美子さん

② 11 月１日（日）
午前 9 時 30 分～

剣北小学校
体育館

▷テーマ＝道行く芸能とコ
リアンの舞
▷講師＝福岡朝鮮歌舞団

③ 11 月１日（日）
午前 10 時～

新延小学校
体育館

▷テーマ＝身近な人権問題
▷講師＝角　敏秀さん

④ 11 月７日（土）
午前９時～

鞍手中学校
体育館

▷テーマ＝みなさん、知って
いますか？ 様々な人権につ
いて▷講師＝森　秀輔さん

⑤ 11 月７日（土）
午前 10 時～

古月小学校
体育館

▷テーマ＝絵本「いのちの
花」からのメッセージ
▷講師＝園田久子さん

対象地区

① 八尋神田、神田、室木

② 幸町、山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、東区、北区、西区、い牟
田、弥生、弥生促進、新中山

③ 泉水、新延本村、新延南区、新延新塚、新延舟川、室井、永
谷、七ヶ谷、高見団地

④ 本村、立林、上新橋、中本町、本町、城ヶ崎、南区、猪倉、今村、
小牧、大池、裏田団地

⑤ 上木月、木月、古門、神崎、古門北区、倉坂

なわ模様の丸ヨーク
カーディガンを編みま
した。動きのあるなわ
模様がヨークいっぱ
いに広がり、そこか
ら直線的に身頃、袖
へと続きます。奥
行きのある表情が
魅力の、こだわり
の逸品です。
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／ 10 月の休館日は、７日（水）、11 日（日）、15 日（木）、16 日（金）、17 日（土）、18 日（日）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

● 一般の本

スクラップアンドビルド（作＝羽田圭介）
砂の王宮（作＝楡　周平）
スカラムーシュ・ムーン（作＝海堂　尊）
モダン（作＝原田マハ）
老いは楽しい（作＝斎藤茂太）
新社会基盤　マイナンバーの全貌（作＝森田　朗）

● 子どもの本

アンパンマンのこもりうた（作＝やなせたかし）
やさいのおしゃべり（作＝泉　なほ）
できることおてつだい（作＝くすのき　しげのり）
ふしぎなくり（作＝ヨシナガ と いとうみわ）
ねんねのおとがきこえるよ（作＝きたやま　ようこ）
モリくんのハロウィンカー（作＝かんべ　あやこ）

隣
国
サ
ン
ガ
ル

へ
赴
い
た
新

ヨ
ゴ
王
国
皇

太
子
チ
ャ
グ
ム
は
、国

の
し
き
た
り
に
よ
り

殺
さ
れ
る
運
命
に
あ

る
少
女
と
出
会
う
。し

か
し
少
女
の
背
後
に

は
サ
ン
ガ
ル
転
覆
を

図
る
陰
謀
が
…
。チ
ャ

グ
ム
は
陰
謀
を
阻
止

し
、少
女
を
救
い
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

皇
太
子
と
し
て
の
自

分
に
葛
藤
し
つ
つ
も
、

一
人
の
人
間
と
し
て

ま
っ
す
ぐ
な
姿
勢
を

貫
く
チ
ャ
グ
ム
の
意

思
と
決
意
に
心
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
一
冊
。

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
加
留
部
君
子
さ
ん
（
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

泥
か
ぶ
ら

　
作
＝
眞
山
美
保

昔
、あ
る
村
に

「
泥
か
ぶ
ら
」

と
呼
ば
れ
た

女
の
子
が
い
ま
し
た
。

身
寄
り
も
な
く
村
中

の
人
か
ら
“
汚
い
”

“
醜
い
”
と
バ
カ
に
さ

れ
、
酷
い
仕
打
ち
を

受
け
る
た
び
に
人
を

恨
み
、
ま
す
ま
す
乱

暴
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
「
泥

か
ぶ
ら
」は
旅
の
老
人

か
ら
、三
つ
の
約
束
を

教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

「
自
分
の
顔
を
恥
ず
か

し
い
と
思
わ
な
い
こ

と
」「
ど
ん
な
時
に
も

に
こ
り
と
笑
う
こ
と
」

「
人
の
身
に
な
っ
て
思

う
こ
と
」心
豊
か
に
生

き
る
に
は
…
。心
に
つ

い
た
泥
を
落
と
す
こ

と
で
、人
間
の
本
質
に

は
美
し
い
真
心
が
あ

る
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。

虚
空
の
旅
人

　
作
＝
上
橋
菜
穂
子

今月新しく入りました。

新しくなった母と子の図書室で図書室読書まつりを行います。

広
が
る
本
だ
な

※10月の新刊は、１日（木）からの貸出となります。

中央公民館内、母と子の図書室が改修工事を終えて新しくなりました。町ではこの新しく
なった図書室で次のとおり図書室読書まつりを行います。絵本の読み聞かせや楽しい工作、
ビンゴ大会などを通して親同士、子同士の交流を深め合ってみませんか。
● とき　10 月 31 日（土）午前 10 時から
● ところ　中央公民館（母と子の図書室）
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Healthリハビリテーション科
副科長・島津の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
は
、機
能
回
復
が
最
も
期
待
で
き
る
時
期
（
回
復
期
）

に
あ
る
人
を
受
け
入
れ
、
自
宅
復
帰
や
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を

日
常
生
活
か
ら
集
中
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

島
津
哲
治
・
し
ま
づ
て
つ
じ
・
平
成
２
年
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
卒
業
。
同
年
鞍
手
町
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
勤
務
。
平
成
27
年
4
月
よ
り
地
方
独

立
行
政
法
人
く
ら
て
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
副
科
長
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

母
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
へ
転
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
病
棟
な
の
か

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
の
事
と
あ
わ
せ
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
20
歳
・
女
性
）

リ
ハ
ビ
リ
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
に
は
理
学
療
法
、
作
業

療
法
、
言
語
療
法
の
３
種
類
が
あ

り
ま
す
。
寝
返
る
、起
き
上
が
る
、

座
る
、立
つ
、歩
く
な
ど
日
常
生
活

に
必
要
不
可
欠
な
「
基
本
動
作
能

力
」の
回
復
を
行
う
理
学
療
法
士
。

食
べ
る
、排
泄
す
る
、入
浴
す
る
な

ど
日
常
生
活
を
よ
り
快
適
に
過
ご

す
た
め
の
「
応
用
動
作
能
力
」
の

回
復
を
行
う
作
業
療
法
士
。言
語
、

聴
覚
、
発
声
・
発
音
、
認
知
な
ど

の
各
機
能
が
関
係
す
る
「
こ
と
ば

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

の
回
復
を
行
い
、
摂
食
・
嚥え

ん
げ下
の

問
題
に
も
専
門
的
に
対
応
す
る
言

語
聴
覚
士
な
ど
国
家
資
格
を
持
っ

た
専
門
技
士
が
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
技
士
は
、
医
師
の

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

で
の
期
間
、
入
院
し
て
か
ら
退
院

す
る
ま
で
の
期
限
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
（
※
下
表
参
照
）。

入
院
後
、医
師
が
診
察
を
行
い
、

状
況
に
応
じ
て
リ
ハ
ビ
リ
の
種
類

を
決
定
し
、
入
院
当
日
か
ら
リ
ハ

ビ
リ
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
自
宅
や

社
会
復
帰
を
目
的
と
し
た
日
常
生

活
動
作
を
改
善
す
る
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
計
画
書
を
毎
月
作
成
し
、
患

者
や
家
族
に
説
明
し
て
今
後
の
目

標
を
調
整
し
て
い
き
ま
す
。
入
院

中
は
、廊
下
を
歩
く
、ト
イ
レ
に
行

く
、
着
替
え
る
な
ど
、
生
活
の
す

べ
て
に
リ
ハ
ビ
リ
の
視
点
を
持
つ

「
生
活
ま
る
ご
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
合
言
葉
に
、
ス
タ
ッ

フ
が
援
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

住
宅
改
修
や
介
助
方
法
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
介
護
保
険
等
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
も
行
い
ま
す
。

指
示
の
も
と
に
、
専
門
的
な
知
識

や
技
術
を
用
い
て
、
患
者
の
機
能

回
復
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
は
、
急
性
期
、
回
復

期
、
維
持
期
に
分
類
で
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
回
復
期
は
、
機
能
回

復
が
最
も
期
待
で
き
る
時
期
で
あ

り
、
そ
の
時
期
に
当
た
る
人
を
受

け
入
れ
、
多
く
の
医
療
専
門
職
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
自
宅
復
帰
や

社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ

リ
を
日
常
生
活
か
ら
集
中
的
に
行

う
病
棟
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟

と
い
い
ま
す
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
に
は
、

対
象
と
な
る
疾
患
や
入
院
す
る
ま

入
院
生
活

～
く
ら
て
病
院
の
場
合
～

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
と
は

疾患・状態 入院条件 日数条件

１ 脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出
血のシャント手術後　など

発症後
または
手術後

２か月以内

算定開始日から起
算して 150 日以内

２ １の状態であり、高次脳機能障害を伴った重症脳
血管障害の場合　など 〃 180 日以内

３ 大腿骨・骨盤・脊椎・股関節・ひざ関節の骨折　
など

〃 90 日以内
４ 外科手術または肺炎等の治療時の安静により廃用

症候群を有しており、手術後または発症後の状態

５ 大腿骨・骨盤・脊椎・股関節・ひざ関節の神経、
筋またはじん帯損傷後の状態

発症後
または
手術後

１か月以内

〃 60 日以内

６ 股関節・ひざ関節の置換術後の状態 〃 90 日以内

※回復期リハビリテーション病棟の入院条件や日数条件について



いのちへの優しさとおもいやり
～10月は臓器移植普及推進月間です～
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　10 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者に
は事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 10月８日㈭ 平成 27 年 5 月 21 日から
平成 27 年 6 月 15 日生まれ

７か月健診
10月22日㈭

平成 27 年 2 月 27 日から
平成 27 年 3 月 26 日生まれ

12 か月健診 平成 26 年 10 月 1 日から
平成 26 年 10 月 31 日生まれ

１歳半健診
10月１日㈭

平成 26 年 3 月 11 日から
平成 26 年 4 月 1 日生まれ

３歳児健診 平成 24 年 9 月 11 日から
平成 24 年 10 月 1 日生まれ

乳幼児相談 10月28日㈬ 平成 27 年 7 月 19 日から
平成 27 年 8 月 29 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください

乳幼児健診・相談

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

男性の料理教室
みんなで楽しく料理をしましょう。身近な材料で

作れる簡単なメニューです。
● とき　11 月７日（土）午前 10 時から
● ところ　総合福祉センター
● 対象者　男性
● 参加費　300 円（材料費）
● 持ってくるもの　エプロン、三角きん
● 申込期限　10 月 30 日（金）
● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

高齢者インフルエンザ予防接種
10 月からインフルエンザの予防接種が始まりま

した。インフルエンザが本格的に流行する前（10
月から 12 月中旬まで）に予防接種を受けましょう。
● 接種期間　平成 27 年 10 月１日から平成 28 年３

月 31 日まで
● 対象者　① 65 歳以上の人② 60 歳以上 65 歳未満

で身体障害者手帳１級程度の障がいを持つ人
● 接種費用　1,000 円。なお、生活保護世帯の人は

無料（診療依頼書が必要）になります
● 接種できる医療機関　福岡県内の指定医療機関　

※事前に予約が必要です

秋の総合健（検）診のお知らせ
特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。

受診を希望する人は健（検）診希望日の２週間前まで
に電話でお申し込みください。また、申込書が自宅
に届いている場合は、必要事項を記入してご返送く
ださい。生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず
健（検）診を受け、健康づくりに取り組みましょう。

と　き ところ
11 月 15日（日）、16日（月）、17日（火）総合福祉センター
● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・

大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス）、結核検診、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

大切な家族と、
「臓器提供」について
よく話し合って、自分の
意思をきちんと伝えて
おきましょう。
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年金
Q&A
役場国保年金係 ☎42局2111番

国民年金の
疑問に

お答えします。
国
民 PensionQUESTION ANSWER

局
１
１
４
４
番
）
や
お
近
く
の
年

金
事
務
所
（
直
方
年
金
事
務
所
☎

２
２
局
０
８
９
１
番
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
日
本
年
金
機
構
に
お

い
て
記
録
の
調
査
が
行
わ
れ
、
確

認
が
で
き
た
記
録
は
本
人
の
記
録

に
統
合
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
り
年
金
額
が
増
え
た
り
年
金

受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
「
未
加
入
」
と

な
っ
て
い
る
期
間
で
も
、
若
い
こ

ろ
に
勤
め
て
い
た
記
録
や
結
婚
前

の
旧
姓
の
記
録
、
名
前
の
読
み
方

が
誤
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
た
記
録

な
ど
が
新
た
に
見
つ
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。「
も
れ
」
や
「
誤
り
」

の
心
配
が
あ
る
と
き
は
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
（
０
５
７
０
）

０
５
８
局
５
５
５
番
（
０
５
０
か

ら
始
ま
る
電
話
か
ら
お
掛
け
に
な

る
場
合
は
☎
（
０
３
）
６
７
０
０

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
や
お
近
く
の
年
金

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

A答え

年
金
加
入
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Q疑問

毎
年
１
回
、
国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
の
誕
生
月
に
送
付

す
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

を
利
用
す
れ
ば
、
24
時
間
い
つ
で
も
最
新
の
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
。

A答え

自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
し
た
い
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
確
認
で
き
ま
す
か
。

Q疑問毎
年
１
回
、
誕
生
月
に
国
民
年

金
お
よ
び
厚
生
年
金
に
加
入
者
に

送
付
さ
れ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

で
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間

や
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込

額
、
直
近
１
年
の
月
別
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」な
ら
、

24
時
間
い
つ
で
も
最
新
の
記
録
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
に
は

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
が
必
要
で
す
。ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

）
か

ら
新
規
ご
利
用
登
録
す
る
こ
と
に

よ
り
取
得
で
き
ま
す
。

　日本年金機構や年金事務所などの職員をかたり、口座番号を聞き出そうとするものや、「流
出した個人情報を削除する」と持ちかけてくるものが現れています。日本年金機構から年金情
報流出について電話やメールで連絡することはありません。また、お金やキャッシュカードを
要求したり、ATM での操作をお願いすることもありません。不審な電話や訪問があったとき
や年金情報流出についてのお問い合わせは、日本年金機構専用電話☎（０１２０）８１８局
２１１番までお願いします。

「年金情報流出」を口実とした犯罪にご注意ください�
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税務の
そこが知りたい
役場賦課係☎42局2111番

年金特別徴収と
確定申告医療費
控除の解説ですSupportCOMMENT

医療費控除の確定申告!! 準備はお早めに
あなたや生計を一にする配偶者やその家族のために、平成 27 年１月１日から 12 月 31 日

までに実際に支払った医療費があるときは、計算した金額を医療費控除として所得から差し引
くことができます。医療費控除とは支払った医療費が返ってくるものではありません。また対
象とならない医療費もありますのでご注意ください。

◆申告の前には、領収書を病院ごとにまとめ、支払った金額を計算した医療費の明細を必ず
準備してください。整理されていない場合は受け付けできませんので、ご協力ください。

◆インフルエンザなどの予防接種の費用や一般的な近視矯正用のメガネやコンタクトレンズ
などは対象外です。領収証がない場合も受け付けできません。また、おむつ代について医
療費控除を受ける場合は、医師が発行した「おむつ使用証明書」を一緒に提出してください。

　詳しいことは役場税務住民課賦課係まで。

疑問
ちょっと

年金特別徴収と確定申告医療費控除の２つの疑問
にお答えします。？！

今年の６月に『平成 27 年度町民税・県民税税額決定通知書』が届き、第
１期（６月）と第２期（８月）は納付書で納付しました。残りの税額は
10 月から年金特別徴収（天引き）になると通知されています。手続きな
ど何もしていませんが…。
年金からの特別徴収となるのは、４月１日現在 65 歳以上の公的年金受給
者で、前年中の年金所得に係る町民税 ･ 県民税の納税義務がある方です。
ご本人の希望による選択ができないことから、手続きは必要ありません。
条件に該当すれば原則特別徴収となります。ただし、「介護保険料が年金
から特別徴収されていない方」「徴収される町民税 ･ 県民税が対象となる
年金の額を超える方」などは対象になりません。

Ｑ

Ａ

支給される公的年金額に変更があり、町県民税額が増額になりました。
この場合も、引き続き年金特別徴収はできますか。
年度の途中で年金特別徴収税額が変更になった場合、その年度の特別徴
収は中止され普通徴収に変更となります。鞍手町から転出あるいは亡く
なった場合も普通徴収になります。

Ｑ

Ａ
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昭和あの頃、この頃
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今
月
の
納
税
（
10
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
３
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
５

期
分

納
期
限
は
10
月
26
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
10
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
４
期
分

納
期
限
は
10
月
26
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

筑
豊
地
区
合
同
公
売
会

福
岡
県
及
び
筑
豊
地
区
の

市
町
村
で
は
、
税
金
の
滞
納

を
解
消
す
る
た
め
に
、
次
の

と
お
り
滞
納
者
か
ら
差
押
え

た
財
産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

●
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
動
産

の
公
売
会
＝
①
11
月
７
日

（
土
）・
マ
リ
ー
ホ
ー
ル
宮

田
②
11
月
28
日
（
土
）・
田

川
市
市
民
会
館
③
平
成
28

年
１
月
30
日
（
土
）・
庄
内

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

ハ
ー
モ
ニ
ー
▽
不
動
産
の

公
売
会
＝
10
月
８
日
（
木
）、

12
月
３
日
（
木
）、
平
成
28

年
３
月
下
旬
・
い
ず
れ
も

飯
塚
総
合
庁
舎

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

10
月
13
日
（
火
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

10
月
26
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

10
月
20
日
か
ら
26
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大

臣
が
町
の
民
間
有
識
者
に
委

嘱
し
て
い
る
も
の
で
、
皆
さ

ん
の
行
政
に
関
す
る
困
り
ご

と
な
ど
の
要
望
や
苦
情
を
受

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

Calendar
2015 10

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

相
談

調査票の回収に伺います

日
本
に

住
ん
で
い
る
人
が

対
象
で
す
。

10
月
１
日
は

国
勢
調
査

10 月１日を基準日として、全
国で一斉に国勢調査が行われま
す。調査は日本に住んでいる人
すべての人が対象となります。

インターネットで回答されな
かったお宅へは、９月下旬に配
布した調査票の回収のために調
査員が再度訪問しますのでご協
力ください。なお、インターネッ
トで回答された場合は、10 月 20
日まで回答の修正が可能です。
● 問い合わせ　国勢調査コール

センター☎（０５７０）０７
局２０１５番または役場政策
推進課政策係まで



くらしの情報
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け
付
け
、
改
善
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
町
内
で
は
毎
月
、

く
ら
じ
の
郷
で
心
配
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員
　
有
田
勝

美
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

町
で
は
、
次
の
と
お
り
不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料
の

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
土
地
・

建
物
の
価
格
、
土
地
の
有
効

利
用
な
ど
不
動
産
に
関
す
る

疑
問
や
お
悩
み
を
こ
の
機
会

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

10
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま

で
（
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
）

●
と
こ
ろ　

役
場
総
務
文
教

委
員
会
室

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
賦
課
係
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

10
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
10
月
２
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
10
月
８
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

10
月
15
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
10

月
28
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
10
月
１
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

10
月
22
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
10
月

27
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

認
知
症
の
心
配
ご
と
は

認
知
症
介
護
相
談
へ

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
認
知
症
介
護
相
談
窓
口

を
開
設
し
、
認
知
症
の
人
や

家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
認

知
症
に
関
す
る
心
配
ご
と
や

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
電
話

ま
た
は
面
談
に
よ
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

毎
週
水
・
土
曜
日

の
午
前
11
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
相
談
室

（
春
日
市
原
町
３
丁
目
１
番

地
７
）
☎
（
０
９
２
）
５

７
４
局
０
１
９
０
番
ま
で

10
月
１
日
か
ら

登
記
に
関
す
る
相
談
は

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

福
岡
法
務
局
で
は
、
10
月

１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
庁
に

お
い
て
登
記
に
関
す
る
相
談

が「
予
約
制
」に
な
り
ま
し
た
。

登
記
に
関
す
る
相
談
を
希
望

す
る
人
は
次
の
と
お
り
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
不
動
産
登
記
関
係　

直
方

支
局
☎
２
２
局
１
１
４
４

番　

※
相
続
登
記
、
抵
当

権
の
抹
消
登
記
な
ど

●
商
業
法
人
登
記
関
係　
　

法
人
登
記
部
門
☎
（
０
９

２
）
７
２
１
局
９
３
０
６

番
ま
た
は
北
九
州
市
局
☎

（
０
９
３
）
５
６
１
局
３
９

８
８
番　

※
会
社
設
立
登

記
な
ど

職
場
で
の
お
悩
み
は

労
働
問
題
相
談
会
へ

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
労
働
問
題
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
早

期
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、

い
じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
職

場
で
の
悩
み
ご
と
を
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
29
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
相

談
室
Ｂ

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所
☎

（
０
９
４
８
）
２
２
局
１
１

４
９
番
ま
で

福
祉
サ
ー
ビ
ス

苦
情
解
決
事
業

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
福
祉
施
設
や
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
さ
れ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

を
解
決
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
苦
情
に
つ
い
て
事
業
所

と
の
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い

場
合
や
直
接
話
し
に
く
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　
　

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６

階
）
☎
（
０
９
２
）
９
１

５
局
３
５
１
１
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
案
内

自
衛
隊
飯

塚
地
域
事
務

所
で
は
次
の

と
お
り
自
衛

官
候
補
生
（
男
子
）
採
用
試

験
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

通
年

●
受
験
資
格　

採
用
予
定
月

の
１
日
現
在
で
、
18
歳
以

上
27
歳
未
満
の
男
子

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

試
験
の
日
程
や
採
用
予
定

月
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
10
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

５
日
（
月
）、
12

日
（
月
）、
18
日
（
日
）、

19
日
（
月
）、
26
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

10
月
25
日
の

日
曜
日
は

秋
の
清
掃
デ
ー

10 月 25 日（日）は、秋の「清掃デー」
です。私たちの住む鞍手町から不法に捨て
られたゴミを一掃するために、皆さんご協
力ください。
● 回収方法　衛生連合会から各地区に配

布されるゴミ袋で回収してください
● 回収したゴミの処理　空き缶・空き瓶な

どは泉水最終処分場に、可燃物は、くら
じクリーンセンター（宮若市）に、午前
８時 30 分から 10 時 30 分の間に運んで
ください

● お願い　「清掃デー」は、ポイ捨てされ
たゴミを拾うための運動です。絶対に家
庭のゴミは出さないようにしてくださ
い。また、配布されたゴミ袋は「清掃
デー」だけに使用してください

● 問い合わせ　役場農政環境課生活環境
係まで

試
験

お
知

ら
せ



今
年
で
52
回
目
�

鞍
手
町
民
体
育
祭

今
年
も
町
民
体
育
祭
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

10
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

僕
た
ち
、
私
た
ち
の

心
の
声
を
聴
い
て
く
だ
さ
い

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
第
30
回
少
年

の
主
張
大
会
」
を
行
い
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
生
の
代
表

15
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

か
ら
得
た
喜
び
や
悩
み
、
そ

し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
主
張
し
ま
す
。
青

少
年
の
心
の
声
を
聴
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

11
月
３
日（
火
・
祝
）

午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

鞍
手
町
成
人
式

平
成
27
年
度
の
成
人
式
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当

す
る
人
に
は
12
月
初
旬
に
往
復

は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
町

内
の
中
学
校
を
卒
業
後
に
町

外
に
転
出
し
て
い
る
人
で
、
鞍

手
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
人
は
教
育
課
生
涯
学
習

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
７
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
28
年
１
月
10

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生

涯
学
習
係
ま
で

小
学
校
入
学
前
に

就
学
時
健
康
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い

町
で
は
次
の
と
お
り
小
学

校
に
入
学
予
定
の
児
童
を
対

象
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

対
象
児
童
の
保
護
者
に
「
小

学
校
就
学
者
健
康
診
断
通
知

書
」を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
内
容
を
確
認
し
て
健
診

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
保
護

者
の
仕
事
の
都
合
な
ど
に
よ

り
指
定
の
日
時
に
受
診
で
き

な
い
場
合
は
早
め
に
教
育
委

員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
28
年
４
月
に

町
内
小
学
校
に
入
学
予
定

の
児
童

●
と
き　

▽
古
月
小
・
西
川

小
校
区
＝
10
月
７
日
（
水
）

▽
剣
南
小
校
区
＝
10
月
27

日
（
火
）
▽
室
木
小
校
区

＝
11
月
10
日
（
火
）
▽
新

延
小
校
区
＝
11
月
17
日

（
火
）
▽
剣
北
小
校
区
＝
11

月
24
日
（
火
）。
受
付
は
午

後
１
時
15
分
か
ら
１
時
25

分
ま
で
（
※
健
診
に
は
保

護
者
等
が
付
き
添
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
体
調
が

悪
い
場
合
な
ど
は
受
診
を

控
え
、
教
育
委
員
会
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
必
要
な
も
の　

母
子
手
帳
、

調
査
票
（
対
象
児
童
の
保

護
者
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

健
康
状
態
な
ど
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
教

育
委
員
会
☎
４
２
局
７
２

０
２
番
ま
で

税
金
ク
イ
ズ
で

税
理
士
ま
ん
じ
ゅ
う
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う
�

税
理
士
直
鞍
会
で
は
次
の

と
お
り
、
２
０
１
５
く
ら
て

元
気
ま
つ
り
内
で
地
元
の
税

理
士
に
よ
る
景
品
付
き
の
楽

し
い
「
税
金
ク
イ
ズ
」
を
行

い
ま
す
。「
税
理
士
直
鞍
会
」

の
ノ
ボ
リ
と
黄
色
の
ハ
ッ
ピ

を
頼
り
に
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
25
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
く
ら
て
元
気
ま

つ
り
会
場
（
税
理
士
直
鞍

会
ブ
ー
ス
）

●
問
い
合
わ
せ　

小
林
税
理

士
事
務
所
（
小
林
弘
和
）
☎

２
２
局
５
８
１
１
番
ま
で

成
人
用
肺
炎
球
菌
の

定
期
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
の
成
人
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
接

種
を
受
け
て
、
肺
炎
球
菌
感

染
症
の
発
生
・
重
症
化
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

●
接
種
期
限　

平
成
28
年
３

月
31
日
（
木
）

●
対
象
者
　
次
の
①
ま
た
は

②
に
該
当
し
、
今
ま
で
に

一
度
も
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
。
①
今
年
度

65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100

歳
に
な
る
人
②
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
程
度
の
障
が

い
を
持
つ
人
の
う
ち
、
接

種
を
希
望
す
る
人

●
接
種
費
用　

二
千
五
百
円
。

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
の

人
は
無
料
（
診
療
依
頼
書

が
必
要
）
に
な
り
ま
す

●
接
種
で
き
る
医
療
機
関　

福
岡
県
内
の
指
定
医
療
機

関
（
事
前
予
約
が
必
要
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
健
康
増
進
係
ま
で

2015.10−16

くらしの情報

くらてらく

会場ではプロの
カメラマンが希
望者に笑顔や笑
いの表情を撮影。
コンテストで最
高の笑顔を決定
します。入賞者
には素敵な賞品
を進呈 !!

笑顔と笑いの
表情コンテスト

特別
企画

2015 くらて

元気まつり
今年の元気まつりは、“くらて楽（らく）”をテー

マに 60 周年を迎えた町が、もっと元気に楽しくな
る企画が盛りだくさん。詳しい内容は、ポスターや
10 月中旬に各世帯に配布されるチラシでご確認く
ださい。

● とき　10 月 25 日（日）午前９時 30 分から
● ところ　鞍手町文化体育総合施設内
● ふれあいゾーン　歯科コーナーや食進会コー

ナー、親子で遊ぼうコーナーなど健康・医療・福
祉をテーマに 19 のコーナーでお待ちしています

● 問い合わせ　くらて元気まつり実行委員会事務
局（役場地域振興課）まで



県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
住
宅
や
募
集
戸
数

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所

公
社
管
理
事
務
所
直
方
出

張
所
（
福
岡
県
直
方
総
合

庁
舎
一
階
・
直
方
市
日
吉

町
９
番
１
０
号
）、
役
場
建

設
課
建
築
係
な
ど

●
募
集
案
内
書
配
布
・
申
込

期
間
　
10
月
１
日
（
木
）

か
ら
９
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
住

宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
管
理
課
☎
（
０
９

２
）
７
８
１
局
８
０
２
９

番
ま
で

履
歴
書
を
持
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

障
が
い
の
あ
る
人
と
、
障

が
い
者
の
雇
用
を
希
望
す
る

企
業
と
が
一
堂
に
会
し
て
面

談
を
行
う
「
障
害
者
雇
用
促

進
面
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
業
機

会
を
拡
大
す
る
た
め
、
多
数

の
企
業
の
人
事
担
当
者
が
直

接
面
談
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
履
歴
書
を
持
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

10
月
14
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

の
が
み
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
ホ
テ
ル
（
飯
塚
市

新
立
岩
１
２
番
３
７
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
直
方
☎
２
２
局
８
６

０
９
番
ま
で

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
�

10
月
４
日
か
ら

最
低
賃
金
改
正

福
岡
県
最
低
賃
金
が
次
の

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
県
で
は
事
業
場
の
最
も

低
い
時
間
給
（
八
百
円
未
満
）

を
四
十
円
以
上
引
き
上
げ
る

中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃
金

引
き
上
げ
の
た
め
の
業
務
改

善
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
最
低
賃
金
（
１
時
間
）　

七

百
四
十
三
円

●
効
力
発
生
日　

平
成
27
年

10
月
４
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
労

働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
５
７
８
番
ま
で

統
計
調
査
員
と
し
て

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
国
勢
調
査
や
経

済
セ
ン
サ
ス
な
ど
の
統
計
調

査
に
お
け
る
調
査
員
を
選
任

す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
て
い
る
人
の
中
か
ら
選

任
す
る
「
登
録
調
査
員
制
度
」

を
導
入
し
ま
し
た
。
登
録
の

方
法
や
有
効
期
間
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
登

録
し
て
も
必
ず
選
任
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

●
登
録
方
法　

登
録
申
請
書

に
写
真
を
貼
っ
て
必
要
事

項
を
記
入
し
、
役
場
政
策

推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
提
出
す
る

際
は
、
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
（
郵
送
で
提
出
す
る
場

合
は
、
本
人
を
確
認
で
き

る
も
の
の
写
し
を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
）。

　
　

登
録
申
請
書
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
役
場
政
策
推
進

課
で
受
け
取
る
こ
と
も
で

き
ま
す

●
有
効
期
間　

登
録
の
日
か

ら
翌
年
度
の
末
日
ま
で

●
報
酬　

調
査
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
政
策

推
進
課
政
策
係
ま
で

農
地
を
有
効
活
用

農
地
の
受
け
手
を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
で
は
、
福
岡
県
農

業
振
興
推
進
機
構
を
農
地
中

間
管
理
機
構
と
し
て
指
定
し
、

10
月
１
日
か
ら
11
月
２
日
ま

で
農
地
の
有
効
利
用
や
農
業

経
営
の
効
率
化
を
進
め
る
担

い
手
の
公
募
を
行
い
、
12
月

に
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
た
利
用
権
設
定
を
行
う
予

定
で
す
。
ま
た
、
農
地
を
貸

し
た
い
農
家
の
募
集
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

役
場
農
政
環
境
課
農
業
振
興

係
や
直
鞍
農
業
協
同
組
合
で

配
布
し
て
い
る
「
農
家
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
水

田
農
業
振
興
課
☎（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
４
７
４
番
ま

た
は
福
岡
県
農
業
振
興
推

進
機
構
☎
（
０
９
２
）
７
１

６
局
８
３
５
５
番
ま
で

マ
イ
バ
ッ
グ
で

ご
み
削
減
に
ご
協
力
を

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
普
段

の
買
い
物
で
環
境
の
こ
と
を

考
え
て
ご
み
を
減
ら
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。
消
費
者
の
皆

さ
ん
は
買
い
物
の
際
に
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
不
要
な
レ

ジ
袋
の
辞
退
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
事
業
者
の
皆
さ

ん
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
よ

び
か
け
、
不
要
な
レ
ジ
袋
等

の
提
供
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
環

境
部
循
環
型
社
会
推
進
課

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
３
７
１
番
ま
で

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

福
岡
県
で
は
、
資
源
の
循

環
及
び
廃
棄
物
の
減
量
の
促

進
を
図
り
、
循
環
型
社
会
の

形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
17
年
12
月
に
「
福

岡
県
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定

制
度
」
を
創
設
し
、
品
質
、

安
全
性
等
に
つ
い
て
一
定
の

基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
認
定
を
行
い
、
そ
の

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

10
月
５
日
か
ら
第
20
回
の
認

定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.recycle-ken.or.jp/

nintei/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

10
月
５
日（
月
）

か
ら
19
日
（
月
）
ま
で

●
認
定
対
象
製
品　

建
設
資

材
17
品
目

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
環

境
部
循
環
型
社
会
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
係
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
３
７
２

番
ま
で

17−2015.10

くらしの情報

まもなく申請期限。
定住促進奨励金の手続きは
お早めに�

町では、平成 25 年度から町内に住宅を取
得して定住する人に、定住促進奨励金を 10
年間交付する事業を行っています。平成 27
年度の申請期限は次のとおりです。対象と
なる場合は忘れずに申請してください。な
お、交付には要件があります。詳しいこと
はお問い合わせください。
● 申請期限　11 月２日（月）。時間は午前８

時 30 分から午後５時 15 分まで（土・日・
祝日は除く）。ただし木曜日は午後７時まで

● 申請書類　①鞍手町定住促進奨励金交付
申請書②個人情報の取扱いに関する同意
書兼宣誓書③鞍手町定住促進奨励金交付
申請チェックリスト④登記事項証明書⑤
住宅の平面図（※２年目以降の申請書類
は①②のみとなります）

● 申請書類の配布　申請書類①②③は、役
場地域振興課で配布するほか、町ホーム
ページからダウンロードすることもでき
ます。④⑤は申請者が準備してください

● 申請先・問い合わせ　役場地域振興課ま
ちづくり係まで

申請期限は 11 月２日（月）



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

20
年
10
月
２
日
か
ら
11
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

10
月
26
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
11
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
15
年
11
月
１
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
10
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

　

2015.10−18

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【８月中】 【累　計】
件 数 14 件（＋16） 件 数 270 件（＋16）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（±10）

傷 者 20 人（＋12） 傷 者 91 人（＋ 7）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【８月中】 【累 計】

刑法犯総数 124 件（＋18） 刑法犯総数 851 件（＋ 41）

車上ねらい 6 件（－ 3） 車上ねらい 75 件（－ 6）

自転車盗難 13 件（－ 4） 自転車盗難 93 件（－ 11）

空き巣 5 件（－ 1） 空き巣 40 件（－ 11）

生活安全課からのお知らせ

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

中央公民館内の母と子の図書室
で、子どもを対象としたお話の会
を行います。親子で聞きに来てみ
ませんか。
● とき　10 月10 日（土）午前 10 時

から
● ところ　中央公民館（母と子の

図書室）
● 問い合わせ　中央公民館まで

子どもの
お話の会

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 10 月 12 日（祝）原医院（新北）
☎４３局２０３０番

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　10月14日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

空き巣・忍び込み多発中�

★出入り口のドアやガラス窓には必ず２重ロックを�
★風呂場やトイレの小窓の施錠忘れに注意�
★短時間のゴミ捨てなどでも施錠を�
★家の周りに足場となる物品を放置しない�
★２階以上のベランダなどでも油断せずに施錠を�

　最近、直方警察署管内で就寝中に
泥棒に入られて、現金や貴重品を盗
まれるという事件が多発しています。
　このような被害にあわないために
も防犯対策の強化をお願いします�



と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

11
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
25
年
11
月
２
日
か
ら
12

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

10
月
28
日

（
水
）、
29
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

ペ
ッ
ト
と
生
き
る
た
め
に
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す

人
と
動

物
が
共
生

で
き
る
住
み

よ
い
社
会
の
実

現
の
た
め
に
は
、

飼
い
主
一
人
ひ
と

り
が
動
物
を
飼
う
こ

と
の
責
任
を
自
覚
し
、
愛
情

を
持
っ
て
飼
育
す
る
こ
と
、

周
囲
へ
の
配
慮
を
欠
か
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。
福
岡

県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
で
は
家
庭
動
物
の

適
正
飼
養
に
関
す
る
住
民
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、次
の
と
お
り
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
「
ペ
ッ
ト
と
生
き
る
～

小
さ
な
い
の
ち
と
共
に
～
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
内
容　

町
内
の
園
児
・
小

学
生
が
描
い
た
「
ペ
ッ
ト

ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
展
示
、
動
物
と
人

間
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
品

の
テ
レ
ビ
上
映
や
紙
芝
居
、

ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
と
健
康

相
談
な
ど　

※
内
容
は
日

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

●
と
き　

10
月
23
日
（
金
）

か
ら
25
日
（
日
）
ま
で
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
。
た
だ
し
25
日
（
日
）

は
午
後
６
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

イ
オ
ン
モ
ー
ル

直
方
２
階

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
嘉

穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活

衛
生
係
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
９
７
３
番
ま
で

第
10
回
特
別
弔
慰
金

支
給
の
お
知
ら
せ

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、戦

没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
る
た
め
、戦
没
者
等
の
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者　

平
成
27
年

４
月
１
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
人
（
戦
没
者
等

の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人

に
支
給
。
①
平
成
27
年
４

月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人
②
戦
没
者
等

の
子
③
戦
没
者
等
の「（
１
）

父
母
」「（
２
）
孫
」「（
３
）

祖
父
母
」「（
４
）兄
弟
姉
妹
」

④
そ
の
ほ
か
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
以
内
の
親
族　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

人
に
限
り
ま
す

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限　

平
成
30
年
４

月
２
日

●
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
係

ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

次
の
１
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
。
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

●
マ
ル
イ
住
設
工
業　

▽
住

所
＝
鞍
手
町
大
字
室
木
７

９
６
番
地
１
１
▽
電
話
＝

４
２
局
０
２
９
２
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
工
務
係
ま
で

第
24
回
暴
力
追
放

福
岡
県
民
大
会

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、次
の
と
お

り
第
24
回
暴
力
追
放
福
岡
県

民
大
会
を
行
い
ま
す
。

●
内
容　

▽
第
１
部
＝
式
典

（
暴
追
功
労
者
表
彰
等
）
▽

第
２
部
＝
講
演
会

●
と
き　

11
月
27
日
（
金
）

午
前
２
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
北
九
州
市

小
倉
北
区
室
町
１
丁
目
１

番
１
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

８
９
３
８
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
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広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・８月の人の動き

平成 27 年 10 月号  No.670

・人口　16,733 人
・男性　 7,939 人
・女性　 8,794 人
・世帯数  7,572 世帯

（平成 27 年８月 31 日現在）

・出生  8 人
・死亡  26 人
・転入  51 人
・転出    48 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

10月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

2 金 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

８ 木 ４か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、15ページ参照）

９ 金

10 土
博物館企画展開催（12月６日まで、歴史民俗博物館：９時～17時、
13ページ参照）
子どものお話の会（中央公民館：10時～、18ページ参照）

11 日 第52回鞍手町民体育祭（町民グラウンド：９時～、16ページ参照）

12 月 体育の日　町立保育所合同運動会（町民グラウンド：９時～）

13 火 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、14ページ参照）

14 水

15 木 補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）
不動産鑑定士による無料相談会（役場：13時～16時、15ページ参照）

16 金 第26回公民館まつり　16日～18日（中央公民館：６ページ参照）
第57回鞍手美術展　16日～18日（町立体育館：６ページ参照）

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 ７か月、12か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、15ページ参照）

23 金

24 土 人権問題地区懇談会（室木小学校：10時～、７ページ参照）

25 日
秋の清掃デー（15ページ参照）
2015くらて元気まつり（文化体育総合施設内：９時30分～、16ペー
ジ参照）

26 月
町県民税（第３期分）国民健康保険税（第５期分）、
後期高齢者医療（第４期分）納期限（14ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、14ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）

27 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、15ページ参照）

28 水
乳幼児相談（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、15ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

29 木 介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

30 金

31 土 図書室読書まつり（中央公民館：10時～、８ページ参照）

【梅じゃこごはん】　１人当たりの栄養価　249kcal

【ほうれん草のカレー風味ハンバーグ】　１人当たりの栄養価　152kcal

■材料（６人分）
白米（２カップ）、もち米（60g）、梅干し（１こ）、ちりめ
んじゃこ（15g）、酢（大さじ２）、いりごま（小さじ２）

■材料（６人分）
ほうれん草（200g）、【Ａ…豚ひき肉（300g）、玉ねぎ（100g）、
カレー粉（大さじ１）、塩（小さじ 1/2）】、サラダ油（大さ
じ１）、レタス（60g）、プチトマト（３こ）

■作り方
① 白米ともち米を混ぜて洗い、ちぎった梅干しを加えて炊

く。ちりめんじゃこは酢に漬けておく。
② 炊き上がったごはんに、ちりめんじゃこを酢ごと加えてす

ぐにフタをして蒸らす。器に盛り、いりごまを散らす。

■作り方
① ほうれん草は塩ゆでし、水にとる。水けを絞って細か

く刻む。玉ねぎは細かくみじん切りにする。
② ボウルに【Ａ】を入れ、よく混ぜ合わせる。ほうれん草

の水けをさらにしっかり絞って加え、練り混ぜる。12 等
分にし、平たい丸形に整える。

③ フライパンにサラダ油を熱し、②を並べる。こんがり焼
けたら裏返し、フタをして弱火で 5 分程焼き、器に盛る。
レタスと２分の１に切ったトマトを添える。

テーマ
「おいしいお弁当を作ろう�」
お弁当メニュー　　合計 617kcal
 梅じゃこごはん……249kcal
 ハンバーグ……152kcal
 切り干し大根の煮物……50kcal
 たまご焼き……89kcal
 酢の物……29kcal
 煮豆……35kcal
 キウイフルーツ……13kcal

お弁当の中は、主食・主菜・副菜を３：１：２の割合で
分けましょう。

「主菜１」なら脂質やたんぱく質をとりすぎる
ことなく、「副菜２」で野菜を十分にとること
ができます。

どれだけ食べたらいいのでしょう。

主食　ごはん、パン、めん　
主菜　肉、卵、豆腐、魚介類
副菜　野菜、きのこ、海藻類

★★★
★☆☆
★★☆


